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［背景・ねらい］

県オリジナル品種である極早生ウンシュウミカンの‘ゆら早生’は、食味の良さが非常に高く

評価されています。しかし、近年は夏期に長期乾燥することが多く、‘ゆら早生’も年によっては

クエン酸の切れが悪くなるなど、品質がばらつきやすくなっています。そこで、７月～収穫期

（10月上旬）にかけ、水分状態を様々なパターンに変動させた‘ゆら早生’を供試し、夏期以降

の適正な水分管理法、および理想的な生育モデルを明らかにしました。

［研究の成果］

1.外観・内容ともに高品質な‘ゆら早生’果実を生産するには、７月以降は葉の水ポテンシャル

-0.8～-1.1MPa（注）という弱い水分ストレス状態を維持する必要があります（図１）。

（注）日没直後にプレッシャーチャンバーで測定する、樹の水分ストレスを示す指標。０に近いほどストレス

が弱く、-１、-２、-３・・とストレスが強くなります。以下略称である「ＬＷＰ」と記述します。

2.満開後85～104日（例年７月末～８月20日頃）の水分ストレス（ＬＷＰ -1.1Mpa以下）は収穫期

の果実のクエン酸含有率を高め、ユズ肌果を増加させます。また、満開後105日以降に水分スト

レスを緩和しても、減酸にはつながりません（図１、２）。

3.調査結果に基づく‘ゆら早生’夏期以降の理想的な生育モデルは表１のとおりです。

図１ 収穫期（10月上旬）の果実品質と夏期のＬＷＰ推移の関係 （2015～2017年）
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Ｚ 収穫時のユズ肌程度0.5以下、糖度11以上、クエン酸1.0％以下、一果平均重90g以上。

←この期間で-1.1MPaを下回ると乾きすぎ。
（酸高・ユズ肌になりやすい）

これらの期間で-0.8MPaを上回ると湿りすぎ。
（品質が高まらない）
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［成果のポイントと活用］

1.７月下旬から定期的に果実のクエン酸含有率を調べ、モデル値（表１）よりも低い場合はかん

水量や頻度を増やす必要があります。ただし、満開後105日（例年８月20日頃）を過ぎるとかん

水による減酸効果は得られなくなるので、早めの対策が重要です。

2.果実肥大量（mm/10日）はＬＷＰを反映します。このため、果実横径を定期的に調べ、自園の果

実肥大量を表１のモデル値と対比させれば、水分ストレスの現況を推測することができます。

3.モデルに沿うように果樹試験場内‘ゆら早生’の水分管理を行い、灌水情報ホームページhtt

p://www.mikan.gr.jp/ftes/kansuiweb4/top_page.htmlで現況を公開します（2019年夏を予定）。
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図２ 収穫期の果実クエン酸含有率およびユズ肌果程度と、時期毎のＬＷＰとの関係

（2015～2017年）

-0.9

-0.6

-0.3

0

0.3

0.6

0.9

45 55 65 75 85 95 105 115 125 135 145

相
関
係
数

満開後日数（日）

2015
2016
2017

収穫期のユズ肌果程度と時期毎のＬＷＰの関係

↑5%水準有意

↓5%水準有意
乾燥による

ユズ肌果発生の

危険度が高い

-0.9

-0.6

-0.3

0

0.3

0.6

0.9

45 55 65 75 85 95 105 115 125 135 145

相
関
係
数

満開後日数（日）

2015
2016
2017

収穫期のクエン酸含有率と時期毎のＬＷＰの関係

↑5%水準有意

↓5%水準有意
乾燥による

酸高果発生の

危険度が高い

表1 ‘ゆら早生’夏期以降の理想的な生育モデル

満開後日数

5/5を満開日とした場合

果実横径(mm)

果実肥大量(mm/10日)
Ｚ

糖度(Brix)

クエン酸含有率(%)

満開後日数

5/5を満開日とした場合

葉の水ポテンシャル適範囲(MPa)

土壌体積含水率適範囲(%)Ｙ

Ｚ　［果実横径－前回測定した果実横径］÷経過日数×10
Ｙ　和歌山県果樹試験場基準

15376 92 107 123 138

63.4

7/20 8/5 8/20 9/5 9/20 10/5

39.0 44.4 50.5 54.8 59.8

3.6 3.7 2.8 3.2 1.9

12.0

4.13 3.22 2.22 1.57 1.09 0.77

8.2 9.5 10.1 11.0 11.2

60～84日 85～104日 105日～

7/4～7/28 7/29～8/17 8/18～

19.2～22.2 19.7～22.6 19.6～22.8

-0.85～-1.10 -0.82～-1.06 -0.80～-1.06


